第7回みえ若者就労支援ネットワーク会議　アンケート集計

（回答者数　10名）

1. 今年度の事業全体をふり返り、忌憚のないご意見をお聞かせ下さい

（1） 参加してよかったと思われること、成果として感じられたことなど。

▼　参加者同士の情報共有、議論、ネットワークの構築ができた【9】
· 多様な主体の参加者と、情報共有、議論ができたこと

· 構成メンバーと面識ができ、参考になる様々な意見が聞けたこと

· 参加の支援機関の支援内容を知ることができた

· 今後若年者の相談業務の中で、連携・リファー先と考えられる機関があり勉強させていただきました

· 分科会のメンバーと直接話し合うことができた

· 情報の共有化、協働支援、リファー等ができた

· 色々な面でネットワークができた

· ネットワークが作れた（実際に当事者のやりとりがあった）

· 若者就労支援に関係する人との顔つなぎができたこと

▼　個人的な成果があった【2】
· 自分個人の考えの方向と位置が確認できた

· ニート、フリーター等への若者就労に関して学ぶ機会を得られたこと

▼　会議の進め方でよかった点【1】
· 部会ごとに分かれたこと
（2） 気になったこと、疑問点、苦言、今後への課題などどんなことでもお書き下さい。

　　▼　ネットワーク会議について【6】
　　①　位置付けについて【3】

· ネットワークの位置付け（県への事業提言の場なのか、市町への事業提言の場なのか、社会へ働きかけることを議論する場なのか･･･）を明確に

· ネットワーク会議については、個人の経験や感想は参考になりましたが、対外的に説明できる事業成果があるかといえば疑問です

· 会議の内容が、直接的な支援と社会的問題として考えるところと、大きく2つのテーマに分かれている

②　進め方について【3】

· 時間の管理に一工夫が必要（開催日を増してでも決められた時間に終わるように

· 組織として参加している方、個人として参加している方など参加者の態様が一様でないため、共通認識等を醸成していくのはある程度の困難が伴うと感じました

· 当事者に関する情報が不透明

▼　イベントについて【1】
· 若者就労支援キックオフイベントの実施は、内閣府と共催の位置付けで対外的にそれなりに成果がありました

▼　支援について【2】
· 自立支援センターの職員さんはスーツを着ないでほしい

· 次に進めばまた問題が現れるといったような、エンドレスに続く持久送的な支援が本来の姿になるのではないかと思う

▼　参加者自身について【3】
· ニート、フリーター問題について関心は持てたが、文献等勉強できることですら手が回らず、理解が浅いままになってしまっている

· 何かと予定が重なり、出席できなかった

· NPOの中間支援組織として参加する意義がまだはっきりできていない。個人的に支援に取り組んでいる方とは異なり、より明確な位置付けのもとで参加する必要を感じている。組織内の役員から参加への疑問が出ているため、何らかの説得材料が必要
（3） 日頃感じている問題解決へのヒントや他の参加団体との連携・協働の事例がありましたら教えて下さい。

　　　　▼　問題解決へのヒント【2】
· 参加者がネットワークに参加する思いは様々であるので、ネットワークとして何を目的とするのか、年度始めに、ビジョンやミッションについて合意形成が必要

· そもそもの目的は、若者の就労支援のためNPOのもつノウハウを生かして、行政との協働事業提案として取り組み、地域の多様な主体が連携して就労や自立に向けた支援をする仕組みをつくること

▼　他の参加団体との連携・協働の事例【4】
· 来年度から始まるジョブカードシステムは、企業との連携という意味で期待している取り組みです

· ネットワーク団体とのより具体的・緊密な連携

· おしごと広場みえ、自閉症・発達障害センター、ハローワーク、（クリニック）との連携

· 私の団体で行っているパソコン講習は、市の情報課により依頼されているので、「市民誰もが使いこなせるようになる」のが目標になっている。そのため誰でも受け入れられる

· リベラヒューマンサポート

· 何らかの形でコミュニティビジネスと若者就労支援を結びつけられないか。モデル的な事例、企業関係者が「これならできる」というものがほしい
2. このネットワークの将来、進むべき方向について

（1） このネットワークはこれから何を目指すべきだと考えられますか？

　　　　▼　ネットワーク会議の方向性【4】
· 事業等しなければならない課題から解き放たれて、ただ若者就労支援に向けたネットワーク会議にしたい

· まずは情報の共有、それから目指すべきものを見定める

· テーマを●社会的課題として考えることと、●直接的支援について考えることの2つに分けないと、話がごちゃごちゃになるかもしれない

· 現場でいま何が起こっているのかということを、共有し、分析検討する場

　　　　▼　ネットワークそのものの方向性【5】
· このネットワークを母体として、個人単位の小規模ネットワークが作られていくような取組

· 地域で若者の就労や自立を支援するモデルとなるNPO等を育てて、自主運営ができるよう支援する

· 就労の場の確保

· 支援者はなぜ支援するのかという意識を明確にする

· 社会的な若者就労を取り巻く問題への理解、啓蒙

（2） ネットワークではどんなことに取り組んでいく必要があると思われますか？

　　　　▼　県とともに【4】

· 県の事業に対して、意見を頂戴する

· 支援するNPO等が若者を企業へ結びつけることができるように側面的にどのような支援ができるのか検討

· 社会への啓発のための就労支援キックオフイベントなどの企画運営（就労をテーマにしたイベントはマスコミからは食傷気味なので、今後は取り組むテーマ設定の再考が必要）

· 行政にはできないことに特化する方が望ましい

　　　　▼　市町とともに【2】

· 市町、地域単位でのネットワーク化への取組強化

· 市町へのネットワークの存在、役割のPR

　　　　▼　企業とともに【1】

· 自立の最終目的は、生活の自立であるので、若者の就労の主要な受け皿の企業の理解を求めて受け入れ企業のネットワークを作る

▼　大学とともに【1】

· 大学生の活用

▼　ネットワーク内で【7】

· 若者自立支援センターの事業及びNPOが受けた委託事業へのネットワークとしての支援を通じ、若者の自立・就労に向けた仕組みづくりを行う

· 分科会で提示された方策の具体化、実行

· 支援の取り組みの共有化

· 各々の立場を踏まえたうえでの相互理解

· 支援する、しないをはっきりさせる

· 本来なら、社会的課題として考えていくことをテーマに会議を行い、会議後等に直接支援のことについて話し合うべきなのかもしれない

· どういう段階、性質の人がどれくらいいるのか等のデータが見えやすくし、誰を対象にどういう力の入れ方をしていくのか明確に方向付ける
（3） ネットワークとして対外的に働きかけていくべき対象、または新たに参加を求めていくべき機関・団体がありましたら教えて下さい。

〈働きかけていく対象〉

· 企業（中小企業主含む、出口として）【7】

· 市町（入口として）【4】

· 社会（世間というような意味合いで）【2】

· 自営業者（出口として）【2】

· 農家（出口として）【2】

· 大学

· ユースアドバイザー、サポータへの支援

· 社会福祉協議会

〈参加をもとめていく団体〉

· 三重県中小企業同友会など企業トップの団体等【5】

· 商工会【3】

· 商工会議所【2】

· 企業【2】

· 県指導農業士会

· 青年会議所

· JA（農協）

· 障害者団体

· 社会福祉協議会

· 市町

· 個々のネットワークでゆるやかに増やせばいい

3. このネットワークのメンバーとしてご自身が担いたいと思っておられる役割や、今後この会議でやってみたいことがあればお書き下さい。

· 情報共有

· 課題解決に向けた事業予算化

· 行政情報の提供

· マスコミの広報媒体活用

· 今年度はやらなければならないことが先行していて、会議自体が面白くなくなった。事業としてやるのは嫌

· 可能な限りお手伝い出来ることがあれば、協力させて頂きたいと思います

· NPOとして何ができるか、自分達の出来ることしか出来ないが･･･やれることはやるくらいしかないでしょう

· 組織としては出られなくなるかもしれない。商店街に関わる立場で協力しうる余地があるかもしれないが、商売上メリットがないことは提案しにくい状況にある。個人として関わる場合にも、何のために何ができるかというところが固まっていない
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